
平成19年８月１日／広報なめりかわ　��　平成19年８月１日／広報なめりかわ

ま ち のう ご き

「人権の花」運動伝達式 （７月13日）

（７月19日）

防災パトロール
（６月28日）

なめりかわ食育フェア （６月24日）
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　寄贈
（６月29日）

東福寺野自然公園大型遊具一時開放

　花の栽培を通して、小学生に思いやりや優しさを身につけてもらう「人権の花運動」で、魚津人権啓発活動
地域ネットワーク協議会が北加積、東加積両小学校の生徒約 220 人にベコニアの花鉢を配布しました。
　両校で行われた伝達式では、滑川市の人権擁護委員らが人権イメージキャラクター「人ＫＥＮあゆみちゃん」
とともに、人権の大切さを訴え、児童の代表者に花鉢を手渡しました。
　配布された花鉢は、両校の３年生から６年生の児童が夏休みの間、自宅に持ち帰って育て、９月には市内の
公共施設などに贈られます。

親子で楽しもう！サイエンスフェスティバルｉｎなめりかわ（７月８日）
　市民交流プラザのオープンを記念した「なめりかわ食育フェア」が同プラザで開催され、食育をテーマにし
た記念講演や三世代ふれあいクッキングセミナーなど、食と健康をテーマにしたイベントが行われました。
　記念講演では、フード・コンサルタントで「食の探偵団」を主催するサカイ優佳子さんが「感じる食育　楽
しい食育～新しい食育の視点」と題し、日々の暮らしの中で、無理なくできる食事など、いろいろなゲームを
組み合わせた楽しい食育を紹介しました。
　また、親子で参加したふれあいクッキングセミナーでは、地場産食材を使ったビーンズシーフードカレーな
どを作り、そのほか、健康チェックや新鮮野菜の販売なども行われました。

　宇宙科学ふれあい事業「親子で楽しもう！サイエンスフェスティバルｉｎなめりかわ」が、
市民交流プラザで開かれ、大勢の親子が宇宙について、理解を深め、科学の面白さを体験
しました。
　宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の矢代広報部長が「発進！国際宇宙ステーション－
きぼう打ち上げカウントダウン」と題し、宇宙の無重量環境や国際宇宙ステーションの特徴、
日本人宇宙飛行士の活躍などについて紹介しました。また、サイエンスコーディネーター
の山田ふしぎさんによるサイエンスショー「宇宙のふしぎを体験しよう」やＪＡＸＡタウ
ンミーティングも行われました。
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　梅雨時の集中豪雨による土石流や地すべりなどの危険箇所を点検するため、市内山間部の３カ所を市、県議
会砂防事業促進議員連盟、新川土木センター、滑川警察署、市消防本部など関係機関が連携し、防災パトロー
ルを行いました。
　講評では、日ごろから現況を把握し危険箇所を周知するとともに、住民の避難路を確保することの大切さを
再確認し、災害防止策などについて、意見を交わしました。

　東福寺野自然公園アクティブゾーンに長さ 35 ｍのローラー滑り台と芝生の広場を一望
できる展望台（わんぱく砦）が完成し、招待を受けた和光保育園の年長園児たち 12 人が
試乗し、新しい遊具を楽しみました。
　このほかにも、トラ、リス、ウサギのスプリング遊具、背伸ば

しベンチや腹筋ベンチなどのフィットネス遊具も導入されています。
　新遊具は７月 21 日から一般開放されています。

展望台（わんぱく砦） ローラー滑り台スプリング遊具


